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肢
の
一
つ
と
し
て
、
高
齢
者
・

障
害
者
の
就
労
支
援
も
含
め

た
多
様
な
使
い
方
の
農
業
公

園
を
つ
く
っ
て
は
ど
う
か
。

都
市
整
備
部
次
長

緑
地
を

基
調
と
し
た
中
に
、
市
民
意

向
を
反
映
し
た
利
用
計
画
と

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ご
提

案
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
関

係
す
る
地
元
団
体
を
は
じ
め
、

関
係
機
関
と
の
協
議
が
必
要

と
考
え
て
い
る
。

議
員

平
成
１８
年
度
の
戸
田

市
の
農
地
は
１
・
７
％
と
な

っ
て
い
る
。
今
後
の
農
地
保

全
に
つ
い
て
、
支
援
策
に
つ

い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の

結
果
と
、
そ
の
集
計
結
果
の

活
用
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

市
民
生
活
部
長

市
と
し
て

は
、
農
地
保
全
の
大
変
貴
重

な
資
料
で
あ
る
の
で
、
今
後

の
農
地
保
全
策
を
検
討
し
、

農
業
委
員
会
で
も
協
議
し
、

関
東
農
政
局
の
都
市
農
業
振

興
窓
口
や
国
に
も
、
農
地
の

有
効
活
用
を
要
請
し
て
い
く
。
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適
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内
部
障
害
者�

　
安
全
・
安
心
　
確
保�

浸
水
対
策
　�

　
市
民
の
協
力�

元
気
老
人
及
び�

　
　
生
活
保
護
対
象
者
の�

　
　
　
　
　
　
就
労
対
策
を�

中
名
生
　
隆
　

議
員�

織
的
な
自
立
支
援
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
策
定
時
に
総
合
的
な
研

究
を
し
て
い
く
。

議
員

上
部
利
用
の
維
持
管

理
費
等
の
視
点
か
ら
、
選
択

議
員

市
行
政
が
町
会
の
協

力
に
よ
っ
て
大
き
な
成
果
を

上
げ
て
き
た
こ
と
は
大
い
に

評
価
す
る
。

し
か
し
、
近
年
、
全
国
各

地
か
ら
移
転
し
て
き
た
方
だ

け
で
な
く
、
従
来
か
ら
住
ん

で
い
た
方
に
も
、
町
会
の
境

界
線
が
地
域
に
よ
っ
て
ま
ち

ま
ち
で
わ
か
り
に
く
い
。
下

戸
田
地
区
の
一
部
や
上
戸
田

地
区
で
は
、
境
界
が
町
丁
別

で
な
く
、
ま
た
道
路
で
仕
切

ら
れ
て
い
な
い
所
も
あ
り
、

よ
り
一
層
わ
か
り
に
く
く
な

っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況

を
、
担
当
と
し
て
ど

の
よ
う
に
受
け
と
め

て
い
る
か
。

ま
た
、
今
、
新
曽

の
区
画
整
理
が
進
め

ら
れ
て
い
る
が
、
町

丁
別
に
し
た
ら
と
思

う
が
ど
う
か
。

総
務
部
長

町
会
・

自
治
会
の
区
割
り
に

つ
い
て
は
長
年
の
歴

史
的
な
背
景
に
よ
る
も
の
と

思
わ
れ
る
が
、
道
路
や
町
丁

別
に
な
っ
て
い
な
い
地
域
、

境
界
が
不
明
瞭
な
地
域
が
一

部
に
あ
る
。
こ
の
区
割
り
に

関
し
て
は
、
町
会
内
に
お
い

て
問
題
が
生
じ
、
対
応
に
苦

慮
す
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ

ば
、
資
料
の
提
供
や
助
言
な

ど
側
面
か
ら
支
援
し
て
い
き

た
い
。

新
曽
地
区
に
つ
い
て
は
、

区
画
整
理
事
業
が
進
行
中
で

あ
る
。
終
了
時
に
地
元
の

方
々
と
協
議
し
て
い
く
。

議
員

大
宮
バ
イ
パ
ス
や
西

部
地
域
の
夜
間
駐
車
対
策
と

し
て
、
競
艇
場
の
駐
車
場
の

夜
間
無
料
開
放
を
実
施
し
て

い
る
が
、
ま
だ
散
見
す
る
。

そ
の
現
況
と
今
後
の
対
策
に

つ
い
て
伺
う
。

市
民
生
活
部
長

市
で
は
違

法
駐
車
等
防
止
指
導
業
務
の

実
施
を
前
年
の
１
・
５
倍
の

１
８
０
日
、
啓
発
活
動
を
中

心
に
、
悪
質
車
両
事
業
者
の

特
定
に
努
め
て
い
る
。
ま
た
、

６
月
か
ら
の
道
路
交
通
法
の

改
正
、
施
行
に
伴
い
減
少
傾

向
に
あ
る
。
利
用
状
況
に
つ

い
て
は
徐
々
に
増
加
し
て
い

る
が
、
依
然
と
し
て
仮
眠
や

時
間
調
整
を
す
る
大
型
車
が

見
受
け
ら
れ
る
。
さ
ら
な
る

利
用
を
図
っ
て
い
く
。

議
員

改
正
介
護
保
険
で
、

介
護
度
を
軽
く
認
定
さ
れ
、

利
用
し
て
い
た
車
い
す
や
電

動
ベ
ッ
ド
の
取
り
上
げ
、
ホ

ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
の
削

減
が
起
き
て
い
る
。
今
ま
で

ど
お
り
利
用
で
き
る
よ
う
、

市
が
助
成
を
し
て
は
ど
う
か
。

れ
し
、
保
険
料
値
上
げ
を
抑

え
た
。
他
に
も
こ
う
し
た
自

治
体
は
あ
り
、
市
の
や
る
気

次
第
だ
。
真
剣
な
検
討
を
求

め
る
。

市
長

国
の
強
力
な
指
導
が

あ
り
、
引
下
げ
は
難
し
い
。

議
員

市
内
２
ヵ
所
の
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
待
機
者

は
６
０
０
人
以
上
に
も
な
る
。

施
設
整
備
の
考
え
は
。

福
祉
部
長

当
面
は
、
地
域

に
密
着
し
た
小
規
模
な
介
護

施
設
の
誘
致
に
つ
い
て
支
援

し
て
い
き
た
い
。

議
員

集
中
豪
雨
で
冠
水
す

る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
道
路
の
改

善
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

都
市
整
備
部
次
長

道
路
管

理
者
で
あ
る
県
と
相
談
を
始

め
て
い
る
。
緊
急
対
策
と
し

て
は
、
側
溝
ふ
た
の
改
善
や

雨
水
ま
す
の
設
置
な
ど
を
進

め
て
い
く
。
本
格
的
に
は
、

２０
年
度
か
ら
新
曽
地
区
の
雨

水
対
策
工
事
を
行
う
。
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へ
の
対
応
は�

岡
嵜
　
郁
子
　

議
員�

�
起立強制　照会発言�

町会　境界変更�
�

�
　　国保税　　　見直し�

待機児解消�
　　　　　保育園�

古民家　まちづくり計画�

お祭り�
　　　　　　市が調整役�

屋根つきバス停�

自治体シンクタンク�

奥田　実　議員�

町会の境界変更�
　　変　についての対応は�

福
祉
部
長

助
成
を
行
う
考

え
は
な
い
が
、
ど
う
し
て
も

必
要
な
人
に
は
変
更
申
請
を

勧
め
る
。

議
員

今
年
、
６５
歳
以
上
の

介
護
保
険
料

が
平
均
で
４

割
近
く
も
値

上
げ
と
な
っ

た
。
負
担
軽

減
を
考
え
る

べ
き
で
は
な

い
か
。

石
川
県
の

川
北
町
は「
介

護
保
険
も
福

祉
施
策
の
一

つ
」
と
、
介

護
保
険
会
計

に
一
般
会
計

か
ら
繰
り
入

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
道
路
の

冠
水
対
策
を

宮
城
県
議
会
で
は
、
地
方

分
権
推
進
、
議
会
権
限
強
化

を
背
景
に
、
議
会
改
革
に
関

す
る
特
別
委
員
会
等
を
必
要

に
応
じ
て
組
織
し
、
検
討
を

重
ね
て
き
ま
し
た
。

主
な
成
果
は
、
漓
開
か
れ

た
議
会
と
し
て
、
県
議
会
の

情
報
公
開
条
例
を
制
定
し
、

委
員
会
の
原
則
公
開
、
本
会

議
の
ラ
イ
ブ
並
び
に
録
画
中

継
。
滷
監
視
機
能
強
化
と
し

て
、
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
・

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
策
定
・

変
更
・
廃
止
を
議
決
事
件
に
。

澆
立
法
機
能
強
化
と
し
て
、

事
務
局
に
政
策
法
令
班
の
設

置
、
職
員
増
強
し
、
議
員
提

案
条
例
を
平
成
１０
年
か
ら
計

１６
本
制
定
。
な
お
、
実
現
に

は
至
っ
て
い
な
い
が
、
外
部

有
識
者
１０
名
程
度
を
委
嘱
し
、

専
門
的
助
言
を
得
る
た
め
の

議
会
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度
を

検
討
し
た
と
の
こ
と
で
あ
り

ま
し
た
。

本
吉
町
議
会
で
は
、
議
会

の
立
場
か
ら
町
民
へ
の
町
政

に
関
す
る
情
報
提
供
並
び
に

町
民
の
声
を
聴
取
す
る
た
め

の
議
会
報
告
会
や
、
議
会
傍

聴
の
機
会
を
拡
大
し
、
町
政

へ
の
関
心
を
高
め
る
た
め
の

夜
間
議
会
を
開
催
し
て
い
る

と
の
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。

７
月
１３
日
　
宮
城
県
議
会

１４
日
　
本
吉
町
議
会

議
会
改
革
特
別
委
員
会

９月２・３日、第15回全国市町村交流レガッタ

南
なん

砺
と

大会（富山県）が開催されました。

本市議会からは２クルーが参加し、「モクセイチーム」

が議員の部で２年ぶり３回目の優勝を果たしました。

また、市民の部成年男子・女子、壮年男子・女子も

それぞれ健闘し、「ボートのまち戸田」をアピールすると

ともに、参加市町村の方々との交流を深めてきました。

本市議会議員クルー

▲ 大型車の夜間駐車はどうぞこちらへ（競艇場バスターミナル）

▲介護サービス水準維持を

高
過
ぎ
る
介
護
保
険
料

の
負
担
軽
減
を

議
員

来
年

は
約
１
０
０

０
万
人
が
定

年
を
迎
え
、

高
齢
化
が
加

速
す
る
。
年

金
だ
け
で
は

生
活
で
き
な

い
元
気
老
人
、

ま
た
、
就
労

意
欲
は
あ
る

が
、
就
労
が

で
き
な
い
生

活
保
護
対
象

者
に
対
し
、

農
園
就
労
試

行
事
業
等
、
多
様
な
就
労
対

策
を
し
て
は
ど
う
か
。

福
祉
部
長

現
時
点
で
高
齢

者
に
対
し
、
就
労
機
会
の
確

保
策
と
し
て
は
、
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
を
考
え
て
い

る
。
生
活
保
護
対
象
者
に
つ

い
て
は
、
福
祉
事
務
所
の
組

荒
川
水
循
環
セ
ン
タ
ー

上
部
利
用
は

▲ご相談にのりますよ（シルバー人材センター）

農
地
保
全
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
は

市制40周年を記念して、9月5日、本会議開会前に、
議場でミニコンサートが開催されました。（表紙写真）

臨時会・閉会中の委員会も傍聴できるようになりま
した。（議会運営委員会と議会改革特別委員会は除く）

祝�
優
勝�

大
型
車
の
夜
間
駐
車
対
策
は


